
平成28年

1
№557

町

長
　
寺
　
島
　
光
一
郎

副
　
町
　
長
　
萬
　
木
　
英
　
雄

町
　
議
　
会
　

　
　
議
　
長
　
大
　
坂
　
裕
　
康

　
　
副
議
長
　
林
　
　
　
義
　
秀

　
　
議
　
員
（
議
席
順
）

　
　
　
〃
　
　
安
　
岡
　
美
　
穂

　
　
　
〃
　
　
工
　
藤
　
智
　
司

　
　
　
〃
　
　
田
　
中
　
義
　
人

　
　
　
〃
　
　
伊
　
藤
　
鉃
　
吉

　
　
　
〃
　
　
米
　
坂
　
貞
　
男

　
　
　
〃
　
　
寺
　
島
　
　
　
努

　
　
　
〃
　
　
阿
　
部
　
　
　
一

　
　
　
〃
　
　
明
　
石
　
修
　
二

教
育
委
員
会

　
　
委
員
長
　
中
　
村
　
　
　
彰

　
　
教
育
長
　
松
　
原
　
静
　
雄

　
　
　
　
　
　（
公
民
館
長
併
任
）

農
業
委
員
会

　
　
会
　
長
　
鈴
　
木
　
昌
　
夫

代
表
監
査
委
員

　
　
　
　
　
　
江
　
口
　
丈
　
治

選
挙
管
理
委
員
会

　
　
委
員
長
　
伊
　
藤
　
泰
　
修



　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
輝
か
し
い

新
年
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
平
素
よ
り
、
町
政
の
運

営
に
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、
心
か
ら
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
町
制
施
行
五
十
周
年
の

節
目
の
年
で
十
月
に
は
記
念
式
典

を
開
催
し
、
更
な
る
発
展
を
誓
っ

た
と
こ
ろ
で
す
。
本
年
も
更
に
未

来
に
発
展
す
る
乙
部
町
を
目
指
し

て
町
づ
く
り
を
進
め
て
参
り
ま
す

の
で
、
引
き
続
き
ご
指
導
と
ご
鞭

撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
法
」
に
基
づ
い
た
総
合
戦
略

を
今
年
度
中
に
策
定
し
て
、
平
成

二
十
八
年
度
か
ら
本
格
的
な
地
方

創
生
の
取
り
組
み
が
始
ま
り
ま

す
。
少
子
化
対
策
や
、
地
域
経
済

の
活
性
化
、
雇
用
や
観
光
、
移
住

定
住
な
ど
取
り
組
み
は
多
岐
に
わ

た
る
こ
と
か
ら
、
庁
内
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、
町
内

在
住
の
若
者
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
や
総
合
戦
略
検
討
委
員
会

で
議
論
を
重
ね
、
具
体
的
に
事
業

化
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
か
ら
は
、
手
厚
い
子
育
て

支
援
策
に
取
り
組
み
、
保
育
料
の

軽
減
、
学
童
保
育
の
開
設
、
学
校

給
食
費
の
助
成
な
ど
安
心
し
て
子

供
を
生
み
育
て
ら
れ
る
環
境
の
整

備
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　

農
業
で
は
、
関
係
機
関
と
連
携

し
、
高
品
質
の
作
物
生
産
、
付
加

価
値
の
高
い
特
産
物
の
生
産
、
安

全
・
安
心
な
作
物
の
供
給
や
今
後

に
お
い
て
も
、
新
た
な
作
物
の
検

討
や
安
定
し
た
経
営
が
で
き
る
魅

力
あ
る
農
業
の
確
立
、
土
地
利
用

型
農
業
の
普
及
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

水
産
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
主

要
魚
種
で
あ
る
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
が

十
一
月
二
十
日
か
ら
の
出
漁
と
な

り
、
漁
模
様
も
良
く
、
漁
期
終
了

ま
で
の
豊
漁
に
期
待
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
今
後
も
水
産

環
境
整
備
や
漁
港
機
能
保
全
を
図

る
と
と
も
に
、
育
て
る
漁
業
の
推

進
の
た
め
、
ウ
ニ
・
ナ
マ
コ
・
ニ
シ

ン
等
の
増
養
殖
事
業
の
支
援
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

平
成
二
十
年
か
ら
ミ
ネ
ラ
ル

ウ
ォ
ー
タ
ー
の
製
造
が
中
断
さ
れ

て
お
り
ま
し
た
が
、
地
元
で
新
た

な
企
業
が
設
立
さ
れ
、
ミ
ネ
ラ
ル

ウ
ォ
ー
タ
ー
が
今
春
に
生
産
さ
れ

る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
地
域
資

源
の
活
用
と
雇
用
の
拡
大
に
よ
り

地
域
活
性
化
が
図
ら
れ
る
も
の
と

期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

海
水
浴
客
の
利
便
性
を
高
め
、

広
く
観
光
客
を
呼
び
込
み
、
地
域

の
経
済
を
潤
し
、
ひ
い
て
は
住
民

に
と
っ
て
誇
り
と
愛
着
の
持
て

る
、
活
気
に
あ
ふ
れ
た
地
域
社
会

を
築
い
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
な

こ
と
か
ら
、
元
和
台
野
外
緑
地
広

場
に
あ
る
駐
車
場
の
舗
装
化
や
遊

具
の
設
置
な
ど
の
整
備
を
進
め
ま

す
。

　

い
よ
い
よ
、
三
月
二
十
六
日
に

待
望
の
北
海
道
新
幹
線
新
函
館
北

斗
開
業
を
迎
え
ま
す
。
東
京
―
新

函
館
北
斗
が
最
速
で
四
時
間
二
分

で
結
ば
れ
、
道
南
経
済
に
も
大
き

な
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
北
海
道
新
幹
線
新
函
館
北

斗
開
業
を
観
光
振
興
や
産
業
、
地

域
の
活
性
化
を
進
め
る
好
機
と
捉

え
、
効
果
的
な
施
策
を
展
開
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、
行
政

運
営
は
総
合
的
に
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
施
策
を
持
続
す
る
こ
と
が
不

可
欠
で
す
。
人
口
減
少
に
歯
止
め

を
か
け
、
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
を
し
や
す

い
町
づ
く
り
の
推
進
と
、
地
域
産

業
の
育
成
と
企
業
支
援
に
よ
る
新

た
な
雇
用
の
場
を
創
出
し
、
若
者

の
定
住
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、

少
子
高
齢
化
対
策
を
は
じ
め
と
す

る
様
々
な
課
題
の
解
決
に
全
力
を

尽
く
し
、
地
域
が
持
続
で
き
る
力

強
い
乙
部
町
の
創
造
に
力
を
注
い

で
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
皆
様
に
と
り

ま
し
て
健
康
で
幸
多
き
飛
躍
の
年

と
な
り
ま
す
よ
う
、
ま
す
ま
す
の

ご
発
展
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年

頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。
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町
民
の
皆
さ
ま
、
新
年
明
け
ま

し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

希
望
に
満
ち
た
新
春
を
町
民
の
皆

様
と
と
も
に
お
迎
え
で
き
ま
す
こ

と
を
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　

昨
年
は
、
町
制
施
行
五
十
周
年

の
節
目
の
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
五
十
一
年
目
以
降

も
町
経
済
の
振
興
発
展
と
福
祉
の

充
実
の
確
保
、
安
心
の
で
き
る
地

域
社
会
の
形
成
の
た
め
に
、
寺
島

町
政
と
一
体
と
な
り
先
人
か
ら
受

け
継
い
で
き
た
乙
部
人
と
し
て
の

誇
り
と
と
も
に
、
乙
部
町
の
未
来

を
築
き
上
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

現
在
国
は
、
地
方
創
生
の
政
策

の
下
に
雇
用
創
出
策
な
ど
で
、
景

気
回
復
を
地
方
に
も
波
及
さ
せ
、

地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
為
に

こ
れ
ら
の
政
策
に
対
応
す
る
地
方

自
治
体
の
主
体
的
取
り
組
み
を
求

め
て
お
り
、
地
方
議
会
の
責
任
の

重
さ
を
再
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
北
海
道
新
幹
線
の
開
業

を
三
月
二
十
六
日
に
控
え
、
新
た

な
人
の
流
れ
を
将
来
の
乙
部
町
の

発
展
成
長
に
連
動
さ
せ
る
た
め
に

は
、
観
光
資
源
に
対
し
て
も
新
た

な
視
点
で
の
取
り
組
み
が
必
要
と

さ
れ
る
な
ど
、
産
業
振
興
の
進
展

に
は
、
行
政
と
町
議
会
が
一
枚
岩

と
な
っ
て
積
極
的
な
知
恵
と
工
夫

の
展
開
が
重
要
性
を
増
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

乙
部
町
議
会
と
致
し
ま
し
て
も

議
会
活
動
の
一
層
の
活
性
化
を
図

り
な
が
ら
町
長
・
執
行
機
関
と
共

に
よ
り
良
い
ふ
る
さ
と
「
お
と

べ
」
の
実
現
に
向
け
て
、
鋭
意
取

組
ん
で
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す

の
で
町
民
の
皆
様
を
は
じ
め
、
関

係
機
関
各
位
の
引
き
続
き
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

乙
部
町
を
取
り
巻
く
経
済
情
勢

は
、
水
産
加
工
会
社
の
進
出
や
宿

泊
体
験
施
設
「
光
林
荘
」、
ま
た

バ
リ
ア
フ
リ
ー
ホ
テ
ル
が
開
業
し

た
結
果
、
雇
用
状
況
や
町
内
景
気

が
好
転
し
明
る
い
兆
し
も
見
え
る

中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
基
幹
産
業

で
あ
る
一
次
産
業
の
低
迷
な
ど
、

ま
だ
ま
だ
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
農
業
で
は
、

新
規
の
農
業
生
産
法
人
が
就
農
、

新
た
な
担
い
手
が
営
農
開
始
す
る

状
況
も
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
漁
業
に
お
い
て
は
、
ウ

二
、
ナ
マ
コ
、
ニ
シ
ン
に
特
化
し

た
新
た
な
振
興
策
が
推
進
さ
れ
、

そ
の
効
果
に
期
待
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

少
子
高
齢
化
社
会
の
人
口
減
少

状
況
下
で
は
、
近
隣
町
と
の
広
域

的
連
携
が
必
然
的
に
求
め
ら
れ
て

お
り
、
各
町
の
独
自
性
を
点
か
ら

線
に
、
線
か
ら
面
へ
と
拡
大
組
み

合
わ
せ
て
、
現
実
感
と
満
足
感
の

あ
る
立
方
体
に
創
造
し
て
い
く
姿

勢
が
、
将
来
へ
の
町
の
活
力
の
維

持
と
豊
か
な
町
づ
く
り
の
構
築
の

実
現
の
た
め
に
必
要
で
あ
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
い
う
厳
し
い
時
こ
そ
、
私

た
ち
議
員
も
責
務
と
役
割
の
重
大

さ
を
深
く
自
覚
し
、
町
民
の
皆
様

と
共
に
情
熱
と
意
欲
を
結
集
し

て
、
多
く
の
課
題
に
取
組
ん
で
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
決
意
を

新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

新
し
い
年
を
迎
え
、
皆
さ
ま
に

と
り
ま
し
て
健
康
で
幸
多
い
年
で

あ
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申

し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。
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介
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建
設
課
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史
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課
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史
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長　

西
田　

卓
見

　
　
　
（
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
務
・
公
民
館
次
長
）

次
長　

佐
藤　

昌
宏

　
　
　

工
藤　
　

明　

和
島　

央
法

　
　
　

村
上　

淳
一　

細
畑
佑
一
郎

公
民
館

　
　
　

藤
田　
　

巧　

上
田　

侑
昌

給
食
セ
ン
タ
ー

　
　
　

阿
部　

紀
子（
北
海
道
職
員
）

保
育
園

次
長　

長
濱　

玲
子

次
長　

伏
見　

礼
子

　
　
　

小
林　

郁
子　

須
田
な
な
子

　

外
国
語
指
導
助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
の
ウ
ィ

リ
ア
ム
ス
・
ス
ザ
ー
ン
さ
ん
（
緑
町
）
は
、

「
今
年
の
英
語
の
授
業
は
会
話
を
中
心
に
、

よ
り
楽
し
め
、
効
率
の
良
い
も
の
に
し
、

生
徒
に
は
自
信
を
持
っ
て
英
語
で
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

欲
し
い
。
日
本
各
地
を
旅
行
し
て
、
日
本

語
と
日
本
の
料
理
を
も
っ
と
学
ん
で
上
手

く
な
り
た
い
」
と
。

▲

明
和
小
学
校
で
さ
る
年
生
ま
れ
の
皆
さ
ん

　

江
差
警
察
署
豊
浜
駐
在
所
に
配
属
さ
れ

て
四
年
十
ヶ
月
と
い
う
筒
塩
佑
輔
さ
ん

（
豊
浜
）
は
、
休
日
は
子
供
た
ち
と
遊
ん

だ
り
、
温
泉
へ
行
く
の
が
大
好
き
と
の
こ

と
で
、「
一
人
で
も
困
っ
て
い
る
人
が
い

た
ら
助
け
た
い
、
事
件
や
事
故
の
無
い
平

和
な
乙
部
町
を
作
っ
て
い
き
た
い
」
と
。

大集合
おめでとう

ございます

〔4〕



国
保
病
院

病
院
長　

村
瀬　

英
也

副
院
長　

野
村　

健
次

事
務
長　

永
井　
　

悟

看
護
師
長　

板
谷　

涼
子

看
護
副
師
長　

三
浦
須
美
子

診
療
放
射
線
科
長

　
　
　

工
藤　

洋
一

臨
床
検
査
科
長

　
　
　

三
浦　
　

孝

次
長　

八
木　

智
美

次
長　

幸
田　

修
二

　
　
　

土
谷
志
保
子　

西
田　

美
和

　
　
　

中
納
小
百
合　

小
網　

美
加

　
　
　

寳
田　

由
美　

野
々
井
敏
子

　
　
　

安
田　

悦
子　

田
中　

愛
美

　
　
　

新
谷　

幸
子　

宮
川
久
美
子

　
　
　

菊
池　

佳
子　

小
野　

惠
子

　
　
　

平
野
由
香
里

乙
部
消
防
署

署
長　

冷
水　

義
明

次
長　

長
尾　
　

修

次
長　

大
川　

宏
孝

　
　
　

阿
部　

建
一　

牛
谷
内
一
志

　
　
　

新
谷　

明
仁　

瀧
澤　

博
文

　
　
　

伊
勢　

正
臣　

澤
井　

力
也

　
　
　

荒
木　

秀
顕　

須
田　

智
博

　
　
　

大
川　

将
洋　

石
山　

佑
樹

　
　
　

坂
矢　

琢
郎　

松
原　

千
里

　

テ
レ
ビ
の
歌
番
組
を
見
る
の
が
大
好
き

と
い
う
菊
谷
キ
ク
ヨ
さ
ん
（
緑
町
）
は
、

毎
日
朝
と
晩
に
、
天
国
に
い
る
旦
那
さ
ん

の
仏
壇
に
お
供
え
を
上
げ
る
の
が
楽
し
み

だ
そ
う
で
す
。「
今
年
は
た
く
さ
ん
の
人

と
会
っ
て
お
話
を
楽
し
み
た
い
」
と
。

　

乙
部
町
の
集
落
支
援
員
と
し
て
活
動
し

て
い
る
中
納
俊
也
さ
ん
（
緑
町
）
は
、
奥

さ
ん
が
作
る
美
味
し
い
晩
御
飯
で
晩
酌
を

し
て
い
る
と
き
が
幸
せ
と
の
こ
と
で
、「
乙

部
町
の
の
ん
び
り
と
し
た
雰
囲
気
が
好
き

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
乙
部
町
が
元
気
に
な

る
よ
う
に
力
に
な
り
た
い
で
す
」
と
。

　

イ
カ
漁
師
を
し
て
お
り
、
中
学
校
を
卒

業
し
て
か
ら
ず
っ
と
船
に
乗
っ
て
い
る
川

村
満
さ
ん
（
滝
瀬
）
は
、
お
笑
い
の
テ
レ

ビ
番
組
を
見
る
の
が
好
き
で
明
石
家
さ
ん

ま
の
フ
ァ
ン
だ
そ
う
で
す
。「
最
近
同
窓

会
が
あ
っ
て
楽
し
か
っ
た
。
人
生
一
度
き

り
だ
し
、
健
康
第
一
で
楽
し
く
暮
ら
し
て

い
き
た
い
」
と
。

　

ア
レ
ン
ジ
フ
ラ
ワ
ー
が
趣
味
と
い
う
中

村
雅
美
さ
ん
（
姫
川
）
は
幼
少
期
か
ら
中

学
卒
業
ま
で
姫
川
で
過
ご
し
、
仕
事
で
道

東
に
移
り
、
再
び
平
成
十
六
年
か
ら
姫
川

に
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
き
た
そ
う
で
す
。「
姫

川
の
自
然
豊
か
な
と
こ
ろ
が
大
好
き
で

す
。
今
年
は
健
康
第
一
で
姫
川
の
植
物
を

使
っ
て
リ
ー
ス
を
作
り
た
い
」
と
。

新年あけまして

　今年はさる年。昭和7年、昭和19

年、昭和31年、昭和43年、昭和55

年、平成4年、平成16年に生まれた

方々と、そして今年、平成28年に

生まれる子どもたちです。

　その中から数名の方に新年の抱負

などを伺いました。

生
ま
れ申年

さる どし
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今
年
度
の
秋
の
叙
勲
で
、
田
畑
眞
成
氏
（
花
磯
・

七
十
一
歳
）
が
瑞
宝
単
光
章
を
受
章
し
ま
し
た
。

　

田
畑
氏
は
昭
和
四
十
五
年
に
消
防
団
員
を
拝
命
し

て
以
来
、
三
十
六
年
あ
ま
り
の
永
き
に
わ
た
り
、
消

防
組
織
の
育
成
強
化
と
消
防
施
設
整
備
の
充
実
を
図

る
と
と
も
に
、
火
災
発
生
に
際
し
て
は
、
率
先
し
て

消
火
、
防
災
の
指
揮
に
当
た
り
被
害
を
最
小
限
に
と

ど
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
十
四
年
に
団
長
に
就
任
す
る
と
、
積

極
的
な
職
責
観
念
で
良
く
上
司
を
補
佐
し
、
災
害
時

は
常
に
第
一
線
に
立
っ
て
奮
闘
し
、
果
敢
な
行
動
と

卓
越
し
た
判
断
力
に
よ
り
部
下
を
指
揮
し
、
災
害
の

防
止
、
被
害
の
軽
減
に
尽
力
さ
れ
地
域
住
民
の
民
生

安
定
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
ま
し

た
。

　

平
成
二
十
七
年
度
北
海
道
社
会
貢
献

賞（
納
税
功
労
者
）を
坂
矢
弘
子
氏（
三

ツ
谷
・
七
十
六
歳
）
が
、
平
成
二
十
七

年
度
納
税
功
労
者
檜
山
振
興
局
長
表
彰

を
乙
部
町
議
会
議
員
の
田
中
義
人
氏

（
滝
瀬
・
五
十
七
歳
）が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

坂
矢
氏
は
、
平
成
二
年
か
ら
現
在
に

至
る
ま
で
三
ツ
潮
納
税
貯
蓄
組
合
の
地

区
組
合
長
を
務
め
、
田
中
氏
は
、
平
成

十
年
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、
滝
瀬
納

税
貯
蓄
組
合
の
地
区
組
合
長
を
務
め
て

い
ま
す
。

　

両
氏
と
も
納
税
意
識
の
高
揚
と
納
税

成
績
の
向
上
に
積
極
的
に
努
め
、
地
区

組
合
員
か
ら
の
信
望
も
厚
く
、
納
税
貯

蓄
組
合
活
動
の
強
化
・
充
実
に
取
り
組

ん
で
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
乙
部
町
納
税
貯
蓄
組
合
連
合

会
の
活
動
に
も
積
極
的
に
参
加
し
、
地

区
の
み
な
ら
ず
乙
部
町
全
体
の
納
税
意

識
の
向
上
に
む
け
た
活
動
を
長
年
努
め

ら
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
今
回
の
受

賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

梅
川
チ
カ
さ
ん
（
館
浦
）
が
満
百
歳
に

な
ら
れ
た
こ
と
を
記
念
し
て
、
寺
島
町
長

か
ら
お
祝
い
金
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

梅
川
さ
ん
は
大
正
四
年
十
一
月
十
五
日

生
ま
れ
で
、
現
在
も
健
康
状
態
は
良
好
で

す
。

　

百も
も

寿じ
ゅ

の
お
祝
い
と
い
う
こ
と
で
桃
色
の

ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
こ
と
頭
き
ん
を
身
に
付
け

た
梅
川
さ
ん
。

　

ご
家
族
は
「
甘
い
も
の
が
大
好
き
で
、

今
で
も
お
菓
子
を
食
べ
た
り
何
で
も
好
き

嫌
い
な
く
食
べ
る
の
が
長
寿
の
秘
訣
だ
と

思
い
ま
す
」
と
話
し
、
梅
川
さ
ん
は
「
み

ん
な
が
面
倒
を
見
て
く
れ
て
嬉
し
い
。
本

当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
」
と
笑
顔
で
喜
び

を
伝
え
て
い
ま
し
た
。

秋
の
叙
勲
で

田
畑
眞
成
氏
が
受
章

ま
だ
ま
だ
元
気
！

百
歳
の
お
祝
い

坂
矢
弘
子
氏
が
道
社
会
貢
献
賞

田
中
義
人
氏
が

納
税
功
労
者
檜
山
振
興
局
長
表
彰
を
受
賞
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第
三
十
回
さ
っ
ぽ
ろ
乙
部
会
総

会
が
十
二
月
十
二
日
、
札
幌
市
の

ホ
テ
ル
ノ
ー
ス
シ
テ
ィ
で
開
催
さ

れ
、
札
幌
市
や
近
郊
在
住
の
乙
部

町
出
身
者
や
関
係
者
ら
約
八
十
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

総
会
に
先
立
っ
て
、
田
中
稔
会

長
か
ら
「
乙
部
町
は
町
制
施
行

五
十
周
年
を
迎
え
、
さ
っ
ぽ
ろ
乙

部
会
は
今
年
で
三
十
回
目
と
い
う

節
目
と
な
り
、
記
念
す
べ
き
年
と

な
り
ま
し
た
。
自
分
た
ち
の
故
郷

が
乙
部
町
だ
と
い
う
こ
と
を
誇
れ

る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
の
ふ
る
さ
と

会
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
考
え
て

い
き
ま
し
ょ
う
」
な
ど
と
あ
い
さ

つ
が
あ
り
、
寺
島
町
長
か
ら
は
町

の
近
況
な
ど
の
紹
介
が
あ
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
三
十
周
年
を
記
念
し
て
、

さ
っ
ぽ
ろ
乙
部
会
文
庫
六
百
三
冊
の

目
録
が
町
長
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
に
は
、
懇
親
会
が

行
わ
れ
、
出
身
校
区
ご
と
の
テ
ー

ブ
ル
で
自
己
紹
介
や
近
況
を
報
告

し
、
元
気
に
再
会
で
き
た
こ
と
を

喜
び
合
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、新
谷
祐
子
さ
ん
（
花
磯
）

と
、
長
女
の
小
田
島
明
美
さ
ん
が

親
子
で
つ
く
る
ス
ケ
ソ
三
平
汁
は

今
年
も
大
盛
況
で
し
た
。

　

皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
る
味
を
届
け

て
い
た
新
谷
さ
ん
は
、
二
十
二
年

も
の
間
、
ス
ケ
ソ
三
平
汁
を
作
り

続
け
て
い
ま
し
た
が
、
本
人
の
意

向
も
あ
り
、
今
年
で
引
退
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

引
退
を
惜
し
む
声
も
多
く
、
最

後
の
ス
ケ
ソ
三
平
汁
と
な
り
ま
し

た
が
、「
今
ま
で
作
り
続
け
て
く

れ
て
あ
り
が
と
う
」
と
参
加
者
か

ら
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
は
、乙
部
の
特
産
品
や
、

乙
部
出
身
者
が
経
営
す
る
飲
食
店

等
か
ら
提
供
さ
れ
た
景
品
が
当
た

る
抽
選
会
も
行
わ
れ
、
当
選
者
は

大
喜
び
で
し
た
。

　

参
加
者
ら
は
、
ふ
る
さ
と
の
味

と
、
知
人
と
の
再
会
を
楽
し
み
ま

し
た
。

　

歳
末
助
け
合
い
バ
ザ
ー
が
十
二

月
六
日
、町
民
会
館
で
開
催
さ
れ
、

約
二
百
三
十
人
の
買
い
物
客
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

歳
末
助
け
合
い
バ
ザ
ー
は
、
町

民
の
皆
さ
ん
か
ら
善
意
で
商
品
を

寄
附
し
て
い
た
だ
き
、
バ
ザ
ー
で

得
た
収
益
金
で
、
一
人
暮
ら
し
の

お
年
寄
り
や
体
が
不
自
由
な
方
な

ど
へ
歳
末
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
贈
ろ
う

と
、
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
食
料
品
や
衣
料
品
、

日
用
品
な
ど
の
他
、
毎
年
好
評
を

　

十
一
月
二
十
四
日
か
ら
二
十
七

日
の
四
日
間
、
乙
部
町
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
主
催
の
、
平
成
二
十
七

年
度
第
三
十
回
老
人
健
康
ふ
れ
あ

い
交
流
会
が
光
林
荘
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
交
流
会
は
、
乙
部
町
に
お

い
て
も
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
温

泉
や
食
事
を
楽
し
み
な
が
ら
高
齢

者
同
士
の
交
流
を
深
め
る
こ
と

で
、
生
き
が
い
づ
く
り
や
健
康
づ

く
り
を
図
る
た
め
に
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

得
て
い
る
お
餅
コ
ー
ナ
ー
で
は
開

場
と
同
時
に
買
い
物
客
が
駆
け
つ

け
、
長
い
列
を
つ
く
り
大
盛
況
で

し
た
。

　

今
年
の
売
り
上
げ
は
約
五
十
一

万
四
千
円
で
、
主
催
し
た
実
行
委

員
会
で
は
「
準
備
か
ら
当
日
ま
で

七
十
一
人
も
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
に
手
伝
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
買
い
物
に
足
を
運
ん
で
い
た

だ
い
た
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
、
今

年
も
歳
末
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
贈
る
こ

と
が
で
き
る
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

近
藤
征
昭
会
長
か
ら
「
お
互
い

に
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
絆
を
大
切
に

し
、
支
え
合
い
な
が
ら
一
人
の
心

を
み
ん
な
の
力
と
し
て
、
老
人
ク

ラ
ブ
に
入
っ
て
良
か
っ
た
と
思
え

る
よ
う
に
こ
れ
か
ら
も
傾
注
し
て

い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
が
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

　

祝
宴
で
は
、
カ
ラ
オ
ケ
や
踊
り

が
披
露
さ
れ
、
参
加
者
全
員
で

「
故ふ

る

郷さ
と

」
を
合
唱
し
、
懐
か
し
い

メ
ロ
デ
ィ
ー
に
心
を
癒
し
ま
し
た
。

第
三
十
回
さ
っ
ぽ
ろ
乙
部
会

た
く
さ
ん
の
善
意
に
感
謝
し
て

老
人
健
康
ふ
れ
あ
い
交
流
会

歳
末
助
け
合
い
バ
ザ
ー
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お父さん＝

　　　　　油谷　翔太さん
お母さん＝

麻美さん
ぼくは

　１歳４ヶ月の男の子です。

名前の由来＝

　『咲』と『笑』の語源が一
緒だと知り、笑顔でいっぱい
の人生を歩んでほしいと思い
『咲翔』と名付けました。

両親の願い＝

　いつまでも健康でいてくれ
ることが一番の願いです。

お父さん＝

　　　　堀之内　信次郎さん
お母さん＝　　　

美穂さん
わたしは

　 １歳４ヶ月の女の子です。

名前の由来＝

　未来を表す『遥』という字
に女の子らしい響きの『乃』
をつけました。

両親の願い＝

　女の子らしく優しく、まっ
すぐ素直に育ってほしいで
す。　

油谷　咲
さく

翔
と

くん

（館　　浦）

堀之内遥
はる

乃
の

ちゃん

（緑　　町）

　

十
二
月
十
四
日
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
ホ
テ
ル
あ
す
な
ろ
で
、「
お

と
べ
温
泉
郷
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

点
灯
式
」
が
行
わ
れ
、
つ
く
し
保

育
園
ぞ
う
組
の
園
児
ら
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

檜
山
振
興
局
の
主
催
で
、
バ
リ

ア
フ
リ
ー
ホ
テ
ル
あ
す
な
ろ
や
、

そ
の
周
辺
を
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

で
飾
り
、
お
と
べ
温
泉
郷
全
体
の

賑
わ
い
を
創
出
し
、
ホ
テ
ル
で
働

く
障
が
い
者
と
地
域
の
未
来
を
担

う
子
ど
も
達
と
が
交
流
す
る
こ
と

で
共
生
社
会
の
構
築
に
寄
与
し
よ

う
と
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

開
会
に
あ
た
り
幡
宮
輝
雄
檜
山

振
興
局
長
か
ら
「
今
日
は
皆
で
ク

リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
を
き
れ
い
に
飾

り
付
け
を
し
て
楽
し
み
ま
し
ょ

う
」な
ど
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

園
児
ら
は
、
ホ
テ
ル
入
り
口
付

近
に
用
意
さ
れ
た
高
さ
四
メ
ー
ト

ル
程
の
ツ
リ
ー
に
、
キ
ラ
キ
ラ
と

輝
く
飾
り
を
つ
け
ま
し
た
。

　

飾
り
付
け
を
し
た
後
は
、「
雪

の
小
坊
主
」
と
「
あ
わ
て
ん
ぼ
う

の
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
」
を
歌
い
、

可
愛
ら
し
い
振
り
付
け
に
開
場
の

皆
さ
ん
は
思
わ
ず
笑
顔
が
こ
ぼ
れ

ま
し
た
。

　

お
や
つ
タ
イ
ム
で
は
、
厚
沢

部
町
に
あ
る
「
あ
す
な
ろ
パ
ン
」

の
工
場
で
作
ら
れ
た
イ
チ
ゴ
の

シ
ョ
ー
ト
ケ
ー
キ
を
食
べ
、
園
児

ら
は
大
喜
び
。

　

お
腹
い
っ
ぱ
い
食
べ
た
あ
と
は

ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
と
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
の
点
灯
式
が
行
わ

れ
、
点
灯
ま
で
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ

ン
が
終
わ
る
と
会
場
に
は
歓
声
が

響
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
社
会
福
祉
法
人 

江

差
福
祉
会 

樋
口
英
俊
理
事
長
か

ら
「
今
日
来
て
く
れ
た
園
児
の
皆

さ
ん
は
、
温
泉
が
一
回
無
料
に
な

り
ま
す
の
で
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん

に
連
れ
て
来
て
貰
っ
て
下
さ
い
」

と
嬉
し
い
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ
り
ま

し
た
。

　

参
加
し
た
園
児
は
「
ケ
ー
キ
も

美
味
し
か
っ
た
し
、
飾
り
付
け
も

楽
し
か
っ
た
。
サ
ン
タ
さ
ん
か
ら

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
楽
し
み
！
」
と

心
を
躍
ら
せ
て
い
ま
し
た
。

　

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
二
月

十
四
日
（
日
）
ま
で
点
灯
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
是
非
足
を
運
ん
で

み
て
く
だ
さ
い
。

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
街
の
賑
わ
い
を
　
～
つ
く
し
保
育
園
×
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ホ
テ
ル
あ
す
な
ろ
～
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春になったら一年生
滝　

瀬

　

髙　

田　

龍　

雅
（
雄
介
）

　

髙　

松　

大　

樹
（
裕
太
）

　

田　

畑　

蜜　

柑
（
京
子
）

　

陳　

祐　

翔　

世
（
和
男
）

　

中　

野　

亜
依
莉
（
義
之
）

　

平　

田　

侑　

実
（
真
一
）

元　

町

　

浅　

野　

瑛
里
南
（
光
二
）

　

磯　

井　

有　

紗
（
雅
美
）

　

澤　

井　

颯　

汰
（
正
人
）

　

田　

中　

冬　

羽
（
絵
梨
香
）

緑　

町

　

井　

田　

夢　

菜
（
拓
身
）

　

倉　

持　

璃　

良
（
篤
）

　

西　

村　
　
　

柚
（
美
保
子
）

　

平　

野　

日　

向
（
つ
ば
さ
）

　

長
谷
川　

心　

音
（
真
樹
）

　

三　

浦　
　
　

葵
（
希
望
）

　

吉　

田　

遥　

愛
（
真
樹
）

　

三　

澤　

陽　

太
（
直
人
）

　

今
年
の
四
月
に
小
学
校
へ
入
学

す
る
お
子
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

　

新
一
年
生
は
、
平
成
二
十
一
年

四
月
二
日
か
ら
平
成
二
十
二
年
四

月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
お
子
さ

ん
で
、
男
子
十
四
人
、
女
子
十
六

人
の
三
十
人
の
児
童
が
町
内
各
小

学
校
に
入
学
す
る
予
定
で
す
。

　

入
学
通
知
書
は
、
一
月
末
ま
で

に
そ
れ
ぞ
れ
の
ご
家
庭
に
お
届
け

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

（　

）
は
保
護
者
名　

敬
称
略

館　

浦

　

扇　

谷　

風　

汰
（
敏
哉
）

　

佐
々
木　

佑　

真
（
誠
也
）

　

髙　

根　

奏　

太
（
拓
也
）

　

坪　

田　

大　

輝
（
和
也
）

　

南
部
谷　

凜　

和
（
憲
幸
）

旭　

岱

　

横　

山　

佳　

冴
（
幸
仁
）

姫　

川

　

平　

野　

磨　

寛
（
秀
之
）

鳥　

山

　

小　

野　

由　

結
（
和
幸
）

栄　

浜

　

松　

原　

幸　

斗
（
ま
ど
か
）

　

由　

利　

統　

真
（
慎
司
）

元　

和

　

中　

澤　

杏　

奈
（
由
佳
）

　

星　

山　

藍　

香
（
真
人
）
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町
民
の
皆
さ
ま
、
新
年
明
け
ま

し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
年
の
干
支
で
あ
る
十
三
回
前

の
申
年
一
八
六
〇
年
に
は
日
本
初

の
使
節
団
を
乗
せ
た
「
咸か

ん

臨り
ん

丸ま
る

」

が
米
国
へ
旅
立
ち
、
そ
し
て
一
八

七
二
年
に
は
日
本
初
の
鉄
道
が
新

橋
・
横
浜
間
を
走
り
ま
し
た
。

　

昨
年
は
、
様
々
な
逸
話
を
取
混

ぜ
な
が
ら
官
軍
上
陸
の
地
を
ガ
イ

ド
し
て
き
ま
し
た
。
当
初
気
楽
に

考
え
て
始
め
ま
し
た
が
、
歴
史
通

は
幅
広
い
見
識
を
持
っ
て
お
ら

れ
、負
け
ぬ
よ
う
自
宅
で
も
学
び
、

話
の
引
き
出
し
を
増
や
す
の
に
必

死
で
し
た
。

　
「
お
猿
の
駕か

篭ご

や
」
の
お
猿
さ

ん
は
大
変
気
ま
ぐ
れ
で
、
私
た
ち

の
期
待
を
裏
切
っ
て
止
ま
っ
た

り
、
迷
走
し
た
り
、
あ
っ
と
い
う

間
に
こ
け
た
り
と
い
っ
た
悪
い
癖

が
あ
る
こ
と
は
、
歴
史
が
教
え
て

く
れ
て
い
ま
す
。

　

ビ
ジ
ョ
ン
と
施
策
を
持
っ
て
活

動
に
繋
げ
て
行
く
と
と
も
に
基
幹

産
業
に
リ
ン
ク
す
る
観
光
を
推
進

し
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

更
な
る
ご
協
力
を
お
願
い
し
挨

拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　
地
域
活
性
化
担
当
　
今
　
昭
人

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
は
光
林
荘
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ホ
テ
ル
あ
す

な
ろ
の
オ
ー
プ
ン
、
町
制
施
行
五

十
周
年
と
と
も
に
、
様
々
な
イ
ベ

ン
ト
が
あ
っ
た
記
念
の
年
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。

　

協
力
隊
の
活
動
の
中
で
は
ア
カ

シ
ア
お
花
見
祭
り
や
、
植
樹
の
準

備
、
魚
つ
き
の
森
の
環
境
整
備
、

物
販
や
商
工
会
青
年
部
の
活
動
な

ど
多
く
の
人
に
助
け
ら
れ
、
様
々

な
経
験
を
さ
せ
て
も
ら
っ
た
一
年

で
し
た
。

　

お
と
べ
の
は
ち
み
つ
に
関
わ
る

活
動
と
し
て
養
蜂
家
の
方
と
共
に

蜂
蜜
の
採
集
、
精
製
を
体
験
し
、

製
造
、
在
庫
管
理
、
発
送
準
備
、

物
産
販
売
の
よ
う
に
一
連
の
作
業

に
携
わ
る
こ
と
で
、
今
後
の
課
題

点
も
見
え
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
の
三
月
二
十
六
日
の
北
海

道
新
幹
線
開
業
に
向
け
、
お
と
べ

の
は
ち
み
つ
の
販
路
拡
大
の
チ
ャ

ン
ス
は
増
え
る
と
予
想
さ
れ
る
の

で
、
安
定
し
た
供
給
で
こ
の
新
幹

線
特
需
に
し
っ
か
り
乗
れ
る
よ
う

今
後
も
勤
め
て
い
き
た
い
で
す
。

　
産
業
振
興
担
当
　
井
尻
旭
美

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
謹
ん
で
お
喜
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

乙
部
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

一
員
と
し
て
活
動
し
、
約
二
か
月

が
経
ち
ま
す
が
、
乙
部
町
出
身
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
私
や
親
の
こ

と
を
知
っ
て
い
る
地
域
の
方
々
が

た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。

　

そ
の
お
か
げ
も
あ
り
早
く
地
域

に
溶
け
込
ん
で
い
け
る
気
が
し
て

い
ま
す
。

　

十
二
月
に
は
、
乙
部
町
公
民
館

で
『
歳
末
た
す
け
あ
い
バ
ザ
ー
』

が
開
催
さ
れ
、
約
二
百
三
十
人
が

来
場
し
、
と
て
も
活
気
に
満
ち
溢

れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
拝
見
し
ま
し

た
。

　

人
と
人
が
繋
が
り
、
協
力
し
合

う
こ
と
で
無
事
に
成
功
す
る
こ
と

が
出
来
た
と
感
じ
ま
し
た
。

　

今
年
の
抱
負
で
す
が
、家
や
道
、

そ
し
て
町
民
の
方
々
の
顔
や
名
前

な
ど
一
日
も
早
く
覚
え
て
い
き
た

い
で
す
。

　

色
々
な
こ
と
を
経
験
し
て
、
学

び
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て

頑
張
り
ま
す
の
で
何
卒
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
生
活
支
援
担
当
　
安
澤
拓
馬

　

十
二
月
四
日
と
十
一
日
に
乙
部

小
学
校
児
童
を
対
象
に
「
食
育
」

の
授
業
が
開
か
れ
、
町
保
健
師
や

栄
養
士
が
、
食
べ
物
の
働
き
や
、

朝
ご
は
ん
の
大
切
さ
、
生
活
習
慣

病
の
予
防
な
ど
に
つ
い
て
の
講
義

を
行
い
ま
し
た
。

　

児
童
ら
は
、
普
段
食
べ
て
い
る

も
の
に
つ
い
て
振
り
返
り
、
食
べ

物
が
自
分
た
ち
の
体
を
作
り
、
成

長
さ
せ
、
力
と
な
っ
て
病
気
に
対

す
る
抵
抗
力
を
生
ん
で
い
る
こ
と

を
学
び
ま
し
た
。

　

生
徒
は
、「
食
べ
る
こ
と
に
つ

い
て
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
ん
だ

の
で
、
こ
れ
か
ら
は
栄
養
に
気
を

つ
け
て
食
事
を
し
た
い
と
思
い
ま

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
「
食
育
」
を
通
し
、「
考
え
て
食

べ
る
」
こ
と
で
食
の
大
切
さ
を
知

り
、
健
康
と
食
事
の
関
係
に
つ
い

て
知
識
を
深
め
た
一
日
と
な
り
ま

し
た
。

　

第
三
十
五
回
全
国
中
学
生
人
権

作
文
コ
ン
テ
ス
ト
江
差
地
区
大
会

で
小
林
亮
太
さ
ん
（
乙
中
二
年
）

が
「
い
じ
め
」
と
題
し
た
作
品
で

奨
励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
二
十
七
年
度
小
学

生
人
権
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
で

は
、
四
年
生
の
部
で
新
谷
果
央
さ

ん
（
明
和
小
四
年
）
が
、
六
年
生

の
部
で
伊
勢
亜
祐
さ
ん
（
明
和
小

六
年
）
が
奨
励
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。

▲伊勢亜祐さん　新谷果央さん ▲小林亮太さん

地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
よ
り
No.17

～
食
べ
る
っ
て
な
あ
に
？
～

「
食
育
」

人
権
「
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
」
と

「
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
」
で

受
賞
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1月のカレンダー
日 月 火 水 木 金 土

12　27
12　28

12　29
12　30

12
　31 1 2

休日当番医
道立江差病院

南部檜山清掃センター
は1月5日まで正月休み
のため休業となります。

休日当番医
勤医協診療所

3 4 5 6 不燃ごみ
①地区 7 可燃ごみ

②地区 8 可燃ごみ
①地区 9

休日当番医
佐々木病院

富岡スキー場オープン（予定）
（富ス 午前10時～）

お達者ぴんしゃん教室
（ケア 午前10時～）
ヒブワクチン予防接種

（国保 午後1時30分～）
不活化ポリオ予防接種

（国保 午後1時30分～）

少年少女カルタ大会
（町館 午前9時～）
ミニひよこサークル

（公民 午前10時～）

10 11 12 可燃ごみ
①地区 13 不燃ごみ

②地区 14 可燃ごみ
②地区 15 可燃ごみ

①地区 16
休日当番医
道立江差病院

休日当番医
乙部町国保病院

明和小学校開校記念日

四種混合予防接種
（国保 午後1時30分～）

骨髄バンク登録日、肝炎ウイ
ルス検査日、HTLV-1検査日

（江保）

赤ちゃん相談・健診
（ケア 午後1時～）

すくすく広場
（つ保 午前9時30分～）

17 18 可燃ごみ
②地区 19 可燃ごみ

①地区 20 不燃ごみ
①地区 21 可燃ごみ

②地区 22 可燃ごみ
①地区 23

休日当番医
厚沢部町国保病院

檜山管内スポーツフェスタ
「フットサル競技」
（町体 午前9時30分～）

ミニひよこサークル
（交流 午前10時～）

姫川おしゃべりサロン
（姫ふ 午後1時～）
こころの健康相談

（江保 午後3時～）
女性の健康相談

（江保 午後1時～）

特定健診・がん検診・各種検査
（姫ふ 午前6時～）
サロン「とよはな」

（豊セ 午後1時～）
肺炎球菌ワクチン予防接種（小児）

（国保 午後1時～）
水痘ワクチン予防接種

（国保 午後1時～）
各小中学校始業式

特定健診・がん検診・各種検査
（元交 午前6時～）
お達者ぴんしゃん教室

（ケア 午前10時～）

南部檜山清掃センター
は機械点検整備のため
休業となります。

24 25 可燃ごみ
②地区 26 可燃ごみ

①地区 27 不燃ごみ
②地区 28 可燃ごみ

②地区 29 可燃ごみ
①地区 30

休日当番医
道立江差病院

シバレふれあい富岡
（富ス 午前10時～）

麻しん風しん予防接種
（1歳児対象）
（国保 午後1時30分～）
BCG接種

（国保 午後1時30分～）
骨髄バンク登録日、肝炎ウイ
ルス検査日、HTLV-1検査日

（江保）

1歳6か月児、3歳児健診
（交流 午後1時～）

健康相談
（ゆ里 午後１時30分～）

健康相談
（三愛 午前9時～）
（三研 午前9時40分～）

31
休日当番医　
佐々木病院

ごみ収集の略称　①地区・・・滝瀬、元町１、元町２、緑町１、緑町２
　　　　　　　　②地区・・・豊浜、花磯、潮見、三ツ谷、元和、栄浜、鳥山、館浦、温泉団地、富岡、千岱野、姫川、旭岱

※１　骨髄バンク登録日、肝炎ウィルス検査日、ＨＴＬＶ－１検査日は事前予約が必要です。　江差保健所（℡52-1053）

小・中学校冬休み～1月19日

小・中学校冬休み～1月19日

小・中学校冬休み～1月19日

小・中学校冬休み～1月19日

会
場
・
場
所
省
略

(つ保) つくし保育園 (豊セ) とよはま地区センター (三研) 三ツ谷研修会館
(国保) 国保病院 (交流) 生きがい交流センター (元交) 元和交遊館
(町体) 町民体育館 (ゆ里) ゆりの里活性化センター (公民) 公民館
(ケア) ケアセンターおとべ (江保) 江差保健所 （富ス）富岡スキー場
(町館) 町民会館 (三愛) 三ツ谷愛郷会館 (姫ふ）姫川ふれあいセンター
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教
育
委
員
会
だ
よ
り

第310号

明
る
く
元
気
で
豊
か
な
ふ
る
さ
と
づ
く
り

　

町
民
の
皆
さ
ま
、
新
年
明
け
ま

し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と

と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
頃
よ
り
、
本
町
の
教
育
推
進

に
対
し
ま
し
て
、
皆
さ
ま
に
は
多

く
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
心

よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
町
の
幼
児
・
児
童
・
生
徒
に

つ
き
ま
し
て
は
大
き
な
事
故
も
な

く
、
新
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
、

こ
れ
も
皆
さ
ま
の
健
や
か
な
成
長

を
願
う
温
か
な
心
配
り
と
ご
支
援

の
お
陰
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
は
乙
部
町
が
町
制
を
施
行

し
て
五
十
周
年
と
い
う
節
目
の
年

で
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
変
遷
と
躍

動
の
歳
月
を
振
り
返
り
感
無
量
の

も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　

少
子
過
疎
化
に
よ
り
学
校
の
統

乙
部
町
教
育
委
員
会
委
員
長

中 

村
　 
彰

廃
合
が
進
み
、
経
済
の
不
況
な
ど

厳
し
い
情
勢
の
中
に
あ
っ
て
も
町

民
の
皆
さ
ま
が
一
体
と
な
っ
て
邁

進
さ
れ
た
道
程
で
あ
り
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
と
い
た
し
ま
し
て
も

記
念
事
業
を
工
夫
し
皆
さ
ま
と
共

に
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
振
り
返
る

節
目
の
年
で
あ
り
未
来
の
道
を
考

え
る
よ
い
機
会
で
あ
っ
た
と
考
え

ま
す
。

　

さ
て
、
学
校
教
育
で
は
、
乙
部

町
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
達
の
健

全
な
育
成
と
自
ら
の
夢
や
希
望
の

実
現
に
向
っ
て
生
き
生
き
と
学
ぶ

こ
と
の
出
来
る
学
校
教
育
の
充
実

を
図
る
べ
く
教
職
員
の
資
質
向
上

や
授
業
改
善
の
確
立
を
図
る
と
共

に
、
児
童
生
徒
の
学
力
や
学
習
習

慣
の
定
着
を
め
ざ
し
学
校
・
Ｐ
Ｔ

Ａ
・
教
育
委
員
会
が
一
堂
に
会
し

乙
部
町
学
習
生
活
習
慣
向
上
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
組
織
し
推
進
し
て
き

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
特
に

「
オ
ー
ル
乙
部
」
で
進
め
よ
う
と

各
学
校
で
は
家
庭
学
習
の
定
着
や

放
課
後
学
習
、
長
期
休
業
中
の
補

充
学
習
の
充
実
を
図
り「
わ
か
る
・

楽
し
い
」
を
実
感
で
き
、
意
欲
を

も
っ
て
取
り
組
め
る
よ
う
支
援
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
、
日
常

生
活
の
課
題
で
あ
る
ゲ
ー
ム
・
情

報
ネ
ッ
ト
の
家
庭
で
の
約
束
な
ど

を
共
通
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で

き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
昨
年

は
さ
ら
に
豊
か
な
人
間
性
を
培
う

視
点
か
ら
幼
児
期
か
ら
人
間
形
成

の
基
礎
と
な
る
べ
く
家
庭
教
育
の

推
進
を
重
視
し
親
学
講
座
の
開
設

や
乳
幼
児
を
対
象
と
し
た
ブ
ッ
ク

ス
タ
ー
ト
を
開
始
し
家
庭
教
育
の

向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

ま
た
、
自
他
の
生
命
や
人
権
を
尊

重
す
る
心
、
思
い
や
り
の
心
や
規

範
意
識
、
自
然
を
愛
す
る
心
な
ど

豊
か
な
心
を
育
む
教
育
、
さ
ら
に

は
地
域
と
連
携
協
力
し
青
少
年
健

全
育
成
懇
談
会
の
開
催
、
地
域
の

自
然
や
産
業
を
課
題
と
し
た
体
験

的
な
学
習
な
ど
大
き
な
成
果
を
収

め
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
町
民
が
心
豊
か
で
生
き

が
い
の
あ
る
生
活
を
送
る
た
め
に

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
に
積
極
的

に
関
わ
り
自
己
実
現
を
図
る
こ
と

の
で
き
る
学
習
社
会
の
実
現
に
努

め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
個
人
の
価

値
観
が
多
様
化
し
て
き
た
現
代
は

趣
味
や
学
習
方
法
も
多
様
で
す
。

町
民
文
化
祭
に
お
い
て
も
サ
ー
ク

ル
や
団
体
・
個
人
の
作
品
づ
く
り

の
姿
勢
に
感
動
し
そ
の
取
り
組
み

に
敬
意
を
表
し
ま
す
。
今
後
と
も

そ
の
輪
が
一
層
広
が
る
よ
う
講
座

や
講
演
、
地
域
学
級
・
高
齢
者
大

学
な
ど
の
内
容
を
工
夫
し
情
操
を

育
み
仲
間
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り

な
ど
生
き
が
い
を
感
じ
る
学
習
環

境
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

国
は
次
代
を
見
据
え
た
教
育
再

生
に
向
け
様
々
な
機
構
改
革
・
教

育
内
容
を
提
言
し
て
お
り
ま
す
。

　

乙
部
町
に
お
き
ま
し
て
も
こ
れ

ま
で
の
歩
み
を
振
り
返
り
、
未
来

を
切
り
拓
く
新
し
い
価
値
を
創
造

し
て
い
く
教
育
文
化
の
形
成
と
豊

か
な
社
会
を
創
造
す
る
た
め
に
職

員
一
同
心
を
一
つ
に
し
て
各
種
事

業
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す

の
で
町
民
皆
さ
ま
の
さ
ら
な
る
お

力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。
と
共
に
皆
さ
ま

に
と
り
ま
し
て
素
晴
ら
し
い
新
年

で
あ
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上

げ
年
頭
に
あ
た
っ
て
の
ご
挨
拶
と

致
し
ま
す
。

　

十
一
月
十
七
日
か
ら
二
十
六
日
ま

で
の
四
日
間
、
公
民
館
に
お
い
て
ス

ザ
ー
ン
さ
ん
の
英
会
話
教
室
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
ス
ザ
ー
ン
さ
ん
は
各

小
中
学
校
の
外
国
語
指
導
助
手
と
し

て
教
育
委
員
会
に
勤
務
し
て
い
ま

す
。
英
会
話
教
室
で
は
、ジ
ュ
ニ
ア
・

シ
ニ
ア
コ
ー
ス
別
に
単
語
の
発
音
練

習
を
は
じ
め
楽
し
い
ゲ
ー
ム
を
交
え

た
内
容
や
ク
リ
ス
マ
ス
に
ち
な
ん
で

デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
ク
ッ
キ
ー
作
り
な

ど
、
ス
ザ
ー
ン
さ
ん
の
親
し
み
や
す

い
教
え
方
に
終
始
楽
し
み
な
が
ら
学

ん
で
い
る
よ
う
で
し
た
。

年
頭
に
あ
た
っ
て

ス
ザ
ー
ン
さ
ん
の

英
会
話
教
室

1月4日～スキー場リフト運行時間：土日祝・冬休み期間10時～21時
平日15時～21時（12時～13時・17時～18時はリフト運休）
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図書室の新刊おすすめ紹介
【 一 般 向 け 】
●なべさえあれば１００レシピ	 （主婦の友社）
●新魔法のリセットダイエット	 （篠塚　蘭美以）
●広岡浅子という生き方	 （永井　紗耶子）
●海鳴り 上･下	 （藤沢　周平）
●砂浜に坐り込んだ船	 （池澤　夏樹）
●透き通った風が吹いて	 （あさの　あつこ）
●ユートピア	 （湊　かなえ）
●介護ビジネスの罠	 （長岡　美代）

【幼児・児童向け】
●ぼうしをかぶったオニの子	 （川崎　洋）
●怪談オウマガドキ学園　13･14･15	 （童心舎）
●サケのたんじょう	 （桜井淳史）

　

教
育
委
員
会
と
乙
部
小
・
中
学

校
で
は
、
北
海
道
教
育
庁
の
子
ど

も
の
心
に
響
く
道
徳
教
育
推
進
事

業
を
活
用
し
著
名
人
を
講
師
に
招

き
道
徳
教
育
講
話
を
行
い
ま
し
た
。

　

十
二
月
四
日
、
乙
部
小
学
校
に

元
コ
ン
サ
ド
ー
レ
札
幌
の
曽
田
雄

志
氏
を
講
師
に
招
き
「
夢
と
目

標
」
に
つ
い
て
の
講
話
を
聞
き
ま

し
た
。
曽
田
氏
は
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー

選
手
に
な
る
ま
で
の
体
験
を
紹
介

　

町
制
施
行
五
十
周
年
記
念
文
化

事
業
「
合
田
道
人 

ト
ー
ク
＆
コ

ン
サ
ー
ト
」
が
十
二
月
十
三
日
、

公
民
館
講
堂
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

戦
後
七
十
年
の
今
年
、
童
謡
の

謎
と
戦
後
の
歌
に
触
れ
る
こ
と
で

平
和
へ
の
感
謝
を
感
じ
て
も
ら
お

う
と
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

歌
手
で
作
家
の
合
田
さ
ん
は

「
リ
ン
ゴ
の
唄
」
で
登
場
。
乙
部

心
に
響
く
道
徳
教
育
の
推
進

～
小
中
学
校
で
道
徳
教
育
講
話
～

童
謡
の
謎
と
戦
後
の
歌
に
触
れ
て

～
合
田
道
人 

ト
ー
ク
＆
コ
ン
サ
ー
ト
～

し
な
が
ら
、「
夢
は
好
き
な
も
の

楽
し
い
も
の
か
ら
し
か
生
ま
れ
な

い
。
自
信
を
持
っ
て
徹
底
的
に
や

り
き
る
こ
と
が
大
切
だ
」
話
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
十
二
月
十
五
日
、

乙
部
中
学
校
に
元
Ｈ
Ｂ
Ｃ
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
の
中
田
美
知
子
氏
を
講
師

に
「
言
葉
の
自
由
・
言
葉
の
責
任
」

に
つ
い
て
、「
一
度
言
っ
た
言
葉

に
は
責
任
が
生
ま
れ
る
」
と
、
人

に
理
解
し
て
も
ら
う
伝
え
方
、
相

町
内
に
残
っ
て
い
る
並
木
路
子
さ

ん
が
生
前
語
っ
て
く
れ
た
こ
の
歌

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
映
像
も
上
映
さ
れ

ま
し
た
。

　

み
ん
な
が
知
っ
て
い
る
童
謡
の

謎
と
き
を
し
な
が
ら
会
場
の
み
ん

な
と
歌
っ
た
り
、
デ
ビ
ュ
ー
曲
も

ピ
ア
ノ
の
弾
き
語
り
で
披
露
。
ア

ン
コ
ー
ル
ま
で
含
め
て
約
二
時
間

の
コ
ン
サ
ー
ト
に
町
内
外
か
ら
集

手
の
心
を
読
み
取
る
聞
き
方
な
ど

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ

に
つ
い
て
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。

ま
っ
た
約
百
名
が
楽
し
い
ひ
と
と

き
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　

さ
っ
ぽ
ろ
乙
部
会
か
ら
岩
波
新
書

六
〇
三
冊
と
専
用
書
架
一
基
の
寄
贈

が
あ
り
ま
し
た
。
公
民
館
図
書
室
内

の
「
さ
っ
ぽ
ろ
乙
部
会
」
コ
ー
ナ
ー

に
配
架
し
て
い
ま
す
。
読
書
推
進
に

役
立
て
て
参
り
ま
す
。

乙
部
町
教
育
委
員
会
教
育
長
賞

　

米
田
一
翔
（
乙
部
小
二
年
）

ひ
や
ま
漁
業
協
同
組
合
代
表
理
事
組
合
長
賞

　

佐
々
木
悠
斗
（
明
和
小
五
年
）

奨
励
賞

　

厚
別
純
花
（
栄
浜
小
一
年
）

　

町
中
こ
の
み
（
乙
部
小
二
年
）

　

吉
田
匠
之
介
（
乙
部
小
三
年
）

　

宮
本
蓮
汰
（
明
和
小
六
年
）

　

松
崎
彩
子
（
乙
部
小
六
年
）

十
一
月
八
日 

森
町
民
体
育
館

中
学
生
女
子
団
体
の
部

優
勝　

�

乙
部
剣
道
少
年
団
（
伊
藤
さ

く
ら
・
若
木
晶
陽
・
陳
祐
綾
花
）

「
さ
っ
ぽ
ろ
乙
部
会
」

か
ら
図
書
の
寄
贈

檜
山
管
内
児
童
生
徒
美
術
展

森
町
近
隣
町
剣
道
大
会

1月19日までの冬休み期間中、開室時間を延長して
います。【9：00 ～ 17：00】　温泉熱暖房で快適な
図書室へのご来室をお待ちしています♪

1月8日（金）9：00～　「少年少女カルタ大会」（会場：町民会館）
子ども達の白熱した試合に、皆さまの応援をお願いします。
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町 の 概 要162.59㎢
町の面積

人口と世帯数の推移

農・漁業生産額

産業別就業者数の推移 道路の整備状況

人口の動態
10月１日現在 各年1月～ 12月

単位：百万円

平成27年４月１日現在

平成27年４月１日現在

（平成27年11月末現在）

単位：百万円

単位：人

年 人　口 世帯数
昭和40 9,188 1,748
昭和50 7,317 1,839
昭和60 6,719 1,945
平成２ 6,011 1,879
平成７ 5,422 1,838
平成12 5,143 1,873
平成17 4,816 1,904
平成22 4,408 1,863
平成27 3,990 1,921

年
自　然　動　態 社　会　動　態

増　減
出　生 死　亡 増　減 転　入 転　出 増　減

平成７ 42 59 △17 226 285 △	 59 △	 76

平成12 26 50 △24 193 228 △	 35 △	 59

平成17 31 55 △24 134 187 △	 53 △	 77

平成22 22 59 △37 113 183 △	 70 △	107

平成27 14 68 △54 116 137 △	 21 △	 75

国勢調査結果による。
27年は住民基本台帳による人口世帯数

住民基本台帳による。平成27年は、11月末までの動態

平成25、26年は４月～翌年３月、平成27年は10月末現在

平成25、26年は４月～翌年３月、平成27年は11月30日現在（すけとうだらは12月22日現在）

国勢調査による。（　）内は構成比

人口密度１㎢当たり 24.5人 １世帯あたり家族数 2.1人 死亡 4.9日に１人 転入 2.9日に１人 転出 2.4日に１人出生 23.8日に１人

農　業

漁　業

年　度 水　稲 馬れいしょ カボチャ ブロッコリー イチゴ 大　豆 スイートコーン その他 計
平成25 118 50 15 72 36 13 7 102 413
平成26 103 47 14 103 27 13 5 113 425
平成27 91 47 13 78 23 17 4 116 389

年　度 すけとうだら ま　す さ　け その他魚類 い　か なまこ その他の水産動物 貝類･海草類 計
平成25 136 5 10 13 64 153 43 16 440
平成26 120 4 17 19 70 108 70 12 420
平成27 106 1 13 11 76 151 60 12 430

年
就業者数

平成12 平成17 平成22

就業者数 2,681 2,071 1,850

第 １ 次 579
（21.6%）

292
（14.4%）

279
（15.1%）

第 ２ 次 967
（36.1%）

967
（32.2%）

565
（30.5%）

第 ３ 次 1,135
（42.3%）

1,135
（53.7%）

1,003
（54.2%）

分類不能 ― ― 3
（0.2%）

道路種別 実延長 改　良 舗　装
延長 率 延長 率

国　道 ㎞ ㎞ % ㎞ %
14.6 14.6 100 14.6 100

道　道 19.3 15.3 79.3 15.3 79.3
町　道 124.7 92.1 73.9 80.2 64.3

道路種別 実延長 舗　装
延長 率

農　道 ㎞ ㎞ %
9.1 7.6 83.6

林　道 49.7 20.2 40.6

農林道

町民の生活
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歳入総額
33億3,558万2千円
（100.0%）

地方交付税
18億878万7千円
（54.2%）

町　債
3億4,518万8千円
（10.3%）

国庫支出金
1億9,890万6千円
（6.0%）

町　税
2億6,274万7千円
（7.9%）

道支出金
1億9,668万
7千円

その他
5億2,326万7千円
（15.7%）

（5.9%）

歳出総額
33億3,558万2千円
（100.0%）

公債費
5億6,383万7千円
（17%）

民生費
6億4,882万9千円
（19%）

土木費
3億3,053万
2千円
（10%）

総務費
4億7,695万7千円
（14%）

農林水産業費
3億386万
6千円
（9%）

衛生費
3億7,517万円
（11%）

教育費
2億4,872万
8千円

商工費

1億5,107万

（5%）
1千円

その他
8,551万8千円
（3%）

消防費
1億5,107万4千円

（5%）

（7%）

（単位：千円）各特別会計予算

予算、町税の状況

会　　　　計 歳入歳出予算額
国民健康保険事業特別会計 659,761 

後期高齢者医療特別会計 63,544 

介 護 保 険 特 別 会 計 833,628 

簡易水道事業特別会計 103,377 

公共下水道事業特別会計 177,714 

漁業集落排水事業特別会計 52,031 

国民健康保険病院事業会計 442,610 

合　　　　計 2,332,665 

（収入・支出総額、収入・支出率は12月15日現在）

（平成27年12月18日現在）

収入総額 28億226万8千円

収 入 率 83.9%

支出総額 21億4,127万1千円

支 出 率 55.8%

（平成27年12月15日現在）

国民健康保険税

1千万円 7千万円 8千万円 9千万円 1億円 1億
1千万円

1億
2千万円種　類

金　額

軽 自 動 車 税

固 定 資 産 税

個 人 町 民 税

調 定 額

収入済額

1億1,579万2千円

8,826万円

780万1千円

7,790万6千円

8,004万7千円（69.13%）

8,242万8千円（93.39%）

774万8千円（99.32%）

5,885万7千円（75.55%）
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平成27年度

国・道の事業
　国や道が実施している漁港や道路の整備をはじめ、産
業基盤の整備や砂防、海岸環境、治山などの工事も各所
で行われています。
　今年度実施された、国や道の主な事業を紹介します。

（単位：千円）

【漁業の振興】
漁港の整備

　◆元和漁港道単漁港整備工事（道債）……… 7,560

　　　航路・泊地（浚
しゅん

渫
せつ

）　　　　　A=300 ㎡

　　　-3.5 ｍ航路（-2.5 ｍ暫定）　　　　400 ㎥

漁場の整備

　◆広域漁場整備事業

　　　北部魚礁設置工事（豊浜地先）

　　　3.0 ｍ円筒型魚礁　140個

　　　　　　　　Ａ＝2,989.1　空 ㎥… ……… 69,444

　　　乙部藻場増殖場造成工事

　　　造成面積　A＝3,375.0 ㎡… ………… 126,144

地域漁業等の促進

　◆地域づくり総合交付金事業（地域づくり推進事業）

　　　日本海ニシン栽培漁業定着事業

　　　ニシン種苗購入費・調査用標識資材等　一式

　　　　　　　　　…………………………… 3,674

　　　（事業主体：ひやま地域ニシン復興対策協議会）

　　　（町負担金　250千円）

【道路等生産基盤の整備】
国道の整備

　◆国道229号線

　　　橋梁補修工事（豊浜・高岩橋）　　一式

　　　　　　　　　…………………………… 21,600

道道の整備

　◆旭岱鳥山線局改工事（一般）（補修）　一式

　　　　　　　　　…………………………… 4,752

　◆�旭岱鳥山線（地交）工事（富岡地区）用地調査委託

　一式……………………………………… 6,480

　◆�旭岱鳥山線（地交-106）工事実測実施設計委託

　一式……………………………………… 6,696

　◆旭岱鳥山線舗装工事（構造改良）外　一式

　　　　　　　　　…………………………… 8,640

【環境保全】
砂　防

　◆花磯川砂防工事側壁詳細設計委託　一式

　　　　　　　　　…………………………… 2,538

海岸環境

　◆元和漁港海岸道単維持補修工事

　　　養浜整備・施設修繕他　一式………… 2,970

治　山

　◆測量設計委託（可笑内川）　一式………… 3,045

　◆測量設計委託（右股川）　一式…………… 5,500

　◆小規模治山工事及び測量設計委託（花磯地区）

　　　一式……………………………………… 8,227

【その他】
観測網の整備

　◆函館開発建設部

　　　乙部岳レーダー雨雪量観測所電源設備設置

　　　工事　一式……………………………… 44,712

　　　乙部岳レーダー雨雪量観測所局舎耐震改修

　　　工事　一式……………………………… 18,144
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平成27年度

町の主な事業
　産業の振興をはじめ、住みよい生活環境、医療、観光
の促進を図るため、様々な工事を行いました。
　町が平成27年度に実施している事業で主なものを紹介
します。

（単位：千円）

【農林漁業の振興】
農業の振興
　◆生産基盤の整備
　　　農業基盤整備促進事業
　　　田の区画拡大　　　　Ａ＝354 a… …… 4,566
　　　暗渠排水　　　　　　Ａ＝42 a
漁業の振興
　◆増養殖事業
　　　乙部町産業振興奨励補助事業
　　　　ウニ深浅移殖事業
　　　　キタムラサキウニ深浅移殖乙部町地先　444千個
　　　　　　　　　…………………………… 7,309
　　　　（事業主体：漁協）
　　　　（町補助金　3,222千円）
　　　　ナマコ育成礁導入試験事業
　　　　ナマコ育成礁　140基………………… 4,536
　　　　（事業主体：乙部地区ナマコ振興協議会）
　　　　（地域づくり総合交付金事業　2,200千円）
　　　　（町補助金　2,100千円）
　　　　ナマコ育成向上試験事業…………… 1,361
　　　　ナマコ育成に係る資材一式
　　　　（事業主体：乙部地区ナマコ振興協議会）
　　　　（町補助金　1,224千円）
　　　　ナマコ種苗放流事業…………………… 972
　　　　ナマコ種苗放流事業　20,000個
　　　　（事業主体：乙部地区ナマコ振興協議会）
　　　　（町補助金　708千円）
　　　　マナマコ種苗放流効果調査事業…… 2,160
　　　　ナマコ種苗放流事業　50,000個
　　　　（事業主体：乙部地区ナマコ振興協議会）
　　　　（町補助金　1,044千円）
　　　　ナマコ種苗放流事業………………… 2,268
　　　　ナマコ種苗放流事業　70,000個
　　　　（事業主体：乙部地区ナマコ振興協議会）
　　　　（町補助金　2,041千円）
林業の振興
　◆造林事業等
　　　森林環境保全整備事業
　　　　　富岡、栄野地区
　　　　　　人工造林　ヒバ2,500本　A=2.50 ha
　　　　　　下刈　　A=13.10 ha… ………… 12,633
　　　　　　間伐　A=7.18 ha
　　　民有林整備事業

　　　　　（事業主体：森林組合）
　　　　　植栽、下刈、除間伐、枝打、作業路　町内一円
　　　　　　　　　…………………………… 44,000
　　　未来につなぐ森づくり推進事業
　　　　　（事業主体：森林組合）
　　　　　植栽　町内一円　A=13 ha………… 3,042

【道路等生産基盤の整備】
町道の整備
　◆姫川富岡線改良舗装事業
　　　本工事　L＝200 m……………………… 19,656
　　　（土工、排水工、法面工、路盤・舗装工　一式）
　　　用地・支障物件補償　一式……………… 303
　◆橋梁長寿命化修繕事業
　　　修繕本工事（１橋）　　一式…………… 16,848
　　　補修調査設計委託業務　一式………… 7,970
　◆町道維持補修工事ほか　一式…………… 3,067
　◆町道舗装補修工事ほか　一式…………… 1,998
　◆町道街灯補修工事ほか　一式…………… 1,274
林道網の整備
　◆森林環境保全整備事業
　　　森林管理道村山緑線開設事業
　　　　　開設工事 Ｌ＝550m Ｗ＝3.0m… … 41,166
　　　　　測量設計委託業務一式
　　　　　用地費等一式
　　　林業専用道魚つきの森線開設事業
　　　　　開設工事　Ｌ＝1,247m　Ｗ＝3.0m
　　　　　　　　　…………………………… 48,050
　　　　　用地費等一式
　　　林業専用道突符川線開設事業
　　　　　開設工事 Ｌ＝1,200m Ｗ＝3.0m…… 38,712
　　　　　測量設計委託業務一式

【観光の振興】
観光及びレクリエーション
　◆多目的運動場改修工事
　　　Ａ＝2,345㎡………………64,459

▲多目的運動場
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【観光の振興】
　◆温泉施設
　　　いこいの湯改修工事
　　　　　建築主体・電気設備・機械設備
　　　　　一式………………………………… 48,060

【環境保全】
管渠清掃
　◆滝瀬1号線側溝清掃委託業務ほか　一式…… 1,415
河川維持
　◆小川ほか維持補修工事　一式…………… 3,348

【生活施設】
住　　宅
　◆公営住宅整備事業
　　　公営住宅（ふれあい通り緑町団地）新築工事
　　　　　　　　　　　　　2棟4戸………… 71,394

下水道施設
　◆特定環境保全公共下水道事業
　　　汚水管新設工事　一式………………… 34,614
　　　家屋調査委託業務　一式……………… 3,607
　　　乙部浄化センター長寿命化計画策定　一式
　　　　　　　　　…………………………… 6,880

【保健・医療】
保健・医療
　◆医療用備品購入（経鼻内視鏡・電動ベッド）
　　　　　　　　　…………………………… 5,811
　◆医師住宅改修工事　一式………………… 10,552

【社会教育】
文化振興
　◆街かど美術館作品制作委託業務………… 3,000

▲ふれあい通り緑町団地 ▲生命の揺籠

【水産業の振興】
漁港等の整備

　漁船の安全操業と高度利用を図るため、漁業生
産の基盤となる漁港等の整備促進を図る。
　◆道単独漁港維持補修事業
　　　元和漁港　　　　航路浚渫

漁場等の整備
　沿岸漁場の有効利用を図り、漁場の保全と資源
の開発に努める。
　◆水産基盤整備事業（水産環境整備事業）
　　　乙部南部漁場（魚礁）
　　　3.0m円筒型魚礁　200個

【林業の振興】
造林事業

　適正な森林造成を計画的、効果的に推進し、総
合的な資源としての森林の有する多目的機能の発
揮と地域社会の発展を図る。
　◆森林環境保全整備事業
　　　富岡、栄野地区
　　　　　人工造林、保育（下刈、間伐、保育間伐、枝打）
　　　姫川、館浦、富岡、鳥山、三ツ谷、豊浜、栄野地区
　　　　　人工造林、保育（下刈、間伐、保育間伐、枝打）
　　　　　作業路開設

平成28年度
の懸案事業

　町では、林道の整備や漁港、漁場の整備など産業
を育むまちづくりや、道路網の整備や環境保全、生
活環境の整備、医療の確保など快適で住み良いまち
づくりを目指して平成28年度の整備促進を関係機関
に要望してきました。

活力ある産業を育むまちづくり
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【林業の振興】
林道等の整備

　森林資源の開発及び林産物の合理的な生産を促
進し、森林経営の合理化を図るため、林道を整備
する。
　◆森林環境保全整備事業
　　　森林管理道
　　　　　村山緑線開設事業

　　　　　　開設工事　L=1,000m　W=3.0m
　　　　　潮見栄豊線開設事業
　　　　　　全体計画、測量設計委託　　一式
　　　林業専用道
　　　　　魚つきの森線開設事業
　　　　　　開設工事　L=1,000m　W=3.0m  
　　　　　館浦町有林1号線開設事業
　　　　　　全体計画、測量設計委託　　一式

【道路網の整備】
　交通安全、防災対策及び地域振興上から、その

整備促進を図る。

道　道
　◆道道の改良整備
　　　道道旭岱鳥山線
　　　　　用地・物件補償　　一式

町　道
　◆町道の整備
　　　町道姫川富岡線（基幹事業）
　　　　　本工事・用地補償ほか　　一式

　　　橋梁長寿命化（基幹事業）
　　　　　橋梁補修工事・実施設計　　一式
　　　橋梁点検（基幹事業）
　　　　　　橋梁点検　　一式

【土地保全】
治山・治水
　地域の環境保全を図るため、治山事業を行う。

　◆治山事業
　　　乙部豊浜急傾斜地工事
　　　　　用地、立木補償ほか　　一式
　　　小規模治山工事（右股川）　一式

　　　小規模治山工事（可笑内川）　一式
　◆治水事業
　　　花磯川・砂防えん堤
　　　　　　用地・立木調査、物件補償、測量設計
　　　　　　　ほか　　一式

海岸保全
　海岸環境を保全するための整備を行う。

　◆漁港海岸道単独事業
　　　元和漁港海岸保全
　　　　　元和漁港海岸維持補修

【住環境】
公共下水道
　公共用水域の水質保全や公衆衛生など、快適な

生活環境を支えるため、普及促進を図る。

　◆特定環境保全公共下水道事業
　　　汚水管新設工事　　一式
　　　乙部浄化センター電気設備工事設計委託
　　　　　一式

住宅の整備
　町民の生活様式の変化などに対応した居住水準

の向上や利便性の改善を図るため、町営住宅の建

設を計画的に推進する。

　◆公営住宅等整備事業
　　　公営住宅（緑町団地10,11号棟）除却工事
　　　　　　　　2棟8戸
　　　公営住宅（緑町団地）新築工事実施設計
　　　　　　　　2棟6戸

快適で誰もが住みよいまちづくり

▲町道姫川富岡線
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栄
浜
三
八
一

　

電
話　

六
二
―
二
九
三
六

謹
ん
で
初
春
の

 

お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す

　
旧
年
中
は
格
別
の
ご
高
配
に

預
か
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　
本
年
も
相
変
わ
ら
ぬ
ご
愛
顧

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

林　
　
　

組

株
式
会
社

代
表
取
締
役　

林　
　

勲

　

緑
町
二
四
三
―
二

　

電
話　

六
二
―
二
一
三
一

謹
ん
で
初
春
の

 

お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す

　
旧
年
中
は
格
別
の
ご
高
配
に

預
か
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　
本
年
も
相
変
わ
ら
ぬ
ご
愛
顧

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

工
藤
電
気
工
業

有
限
会
社

代
表
取
締
役　

工
藤　

勝
仁

　

緑
町
二
九
八
―
三

　

電
話　

六
二
―
二
五
二
七

謹
ん
で
初
春
の

 

お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す

　
旧
年
中
は
格
別
の
ご
高
配
に

預
か
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　
本
年
も
相
変
わ
ら
ぬ
ご
愛
顧

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

阿
部
建
設

有
限
会
社

代
表
取
締
役　

阿
部　

忠
治

　

緑
町
一
五
一
―
一

　

電
話　

六
二
―
二
四
五
一

謹
ん
で
初
春
の

 

お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す

　
旧
年
中
は
格
別
の
ご
高
配
に

預
か
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　
本
年
も
相
変
わ
ら
ぬ
ご
愛
顧

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

タ
ミ
ヤ
工
務
店

有
限
会
社

代
表
取
締
役　

民
谷　

強
一

　

緑
町
八
七
九
―
二

　

電
話　

六
二
―
二
〇
八
一

謹
ん
で
初
春
の

 

お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す

　
旧
年
中
は
格
別
の
ご
高
配
に

預
か
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　
本
年
も
相
変
わ
ら
ぬ
ご
愛
顧

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

志
田
配
管

有
限
会
社

代
表
取
締
役　

志
田　

実

　

姫
川
一
四
五
―
一

　

電
話　

六
二
―
三
一
二
三

謹
ん
で
初
春
の

 

お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す

　
旧
年
中
は
格
別
の
ご
高
配
に

預
か
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　
本
年
も
相
変
わ
ら
ぬ
ご
愛
顧

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。ひ

ま
わ
り
乙
部
Ｂ１

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

理
事
長　

倉
持　

篤

　

緑
町
六
七
―
一

　

電
話　

五
六
―
一
七
〇
〇

謹
ん
で
初
春
の

 

お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す

　
旧
年
中
は
格
別
の
ご
高
配
に

預
か
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　
本
年
も
相
変
わ
ら
ぬ
ご
愛
顧

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

ゆ
り
最
中
本
舗　

富
貴
堂

代
表
取
締
役　

伊
藤　

邦
昭

　

緑
町
一
三
一

　

電
話　

六
二
―
二
〇
二
四
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新年明けまして
おめでとうございます

謹
ん
で
初
春
の

 

お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す

　
旧
年
中
は
格
別
の
ご
高
配
に

預
か
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　
本
年
も
相
変
わ
ら
ぬ
ご
愛
顧

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

㈱
グ
ロ
ー
バ
ル・
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
乙
部
支
店

代
表
取
締
役　

笹
谷　
　

隆

　

緑
町
六
七
―
一

　

電
話　

六
二
―
五
二
二
〇

謹
ん
で
初
春
の

 

お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す

　
旧
年
中
は
格
別
の
ご
高
配
に

預
か
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　
本
年
も
相
変
わ
ら
ぬ
ご
愛
顧

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

乙
部
町
商
工
会

会　

長　

三
上　

岩
雄

　
　

外　

役
員
一
同

　

元
町
二
〇
〇
―
一

　

電
話　

六
二
―
二
九
二
〇

謹
ん
で
初
春
の

 

お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す

　
旧
年
中
は
格
別
の
ご
高
配
に

預
か
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　
本
年
も
相
変
わ
ら
ぬ
ご
愛
顧

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

縁
結
び
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
会

理
事
長　

阿
部　

修
一

　

乙
部
町
商
工
会
内

　

元
町
二
〇
〇
―
一

　

電
話　

六
二
―
二
九
二
〇

謹
ん
で
初
春
の

 

お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す

　
旧
年
中
は
格
別
の
ご
高
配
に

預
か
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　
本
年
も
相
変
わ
ら
ぬ
ご
愛
顧

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

㈱
小
川
商
店
乙
部
工
場

代
表
取
締
役　

小
川　

恭
之

　

館
浦
五
〇
三
―
六

　

電
話　

六
二
―
二
一
一
一

謹
ん
で
初
春
の

 

お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す

　
旧
年
中
は
格
別
の
ご
高
配
に

預
か
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　
本
年
も
相
変
わ
ら
ぬ
ご
愛
顧

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

㈲
道
新
乙
部
販
売
所

代
表
取
締
役　

野
々
村　

佑

　

緑
町
二
―
二

　

電
話　

六
二
―
二
八
二
〇

謹
ん
で
初
春
の

 

お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す

　
旧
年
中
は
格
別
の
ご
高
配
に

預
か
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　
本
年
も
相
変
わ
ら
ぬ
ご
愛
顧

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

伊
藤
清
掃

有
限
会
社

代
表
取
締
役　

伊
藤　

司

　

緑
町
六
五

　

電
話　

六
二
―
二
一
五
三

謹
ん
で
初
春
の

 

お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す

㈱
ラ
イ
ズ・
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
ジ
ャ
パ
ン

代
表
取
締
役　

笹
谷　
　

努

　

姫
川
七
九
五
―
一

　

電
話　

六
二
―
二
三
〇
一

謹
ん
で
初
春
の

 

お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す

西
里
板
金
工
業

屋
根
葺
替

代　
　

表　

西
里　

克
之

　

滝
瀬
一
三
五

　

電
話　

六
二
―
三
〇
九
四

謹
ん
で
初
春
の

 

お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す

中

道

家

具

店

代　
　

表　

中
道　

照
幸

　

緑
町
四

　

電
話　

六
二
―
二
一
三
六
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謹
ん
で
初
春
の

 

お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す

乙
部
郵
便
局

日
本
郵
便
株
式
会
社

郵
便
局
長　

廣
瀬　

康
夫

　

緑
町
二
二
八
―
七

　

電
話　

六
二
―
二
八
四
〇

謹
ん
で
初
春
の

 

お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す

セ
ラ
ー
ズ
は
っ
と
り

 

㈲
服
部
商
店

代
表
取
締
役　

服
部　

建
士

　

栄
浜
一
九

　

電
話　

六
二
―
二
九
三
一

謹
ん
で
初
春
の

 

お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す

お

と

べ

配

管

代　
　

表　

須
田　

政
博

　

元
和
一
一
五
―
二

　

電
話　

六
二
―
五
五
六
六

謹
ん
で
初
春
の

 

お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す

キ
ッ
チ
ン
カ
フ
ェ
の
ど
か

門
野　

明
美　

　

館
浦
四
九
九

　

電
話　

六
二
―
二
五
一
〇

謹
ん
で
初
春
の

 

お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す

セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
乙
部
町
店

店　

長　

井
口　

謙
一

　

元
町
二
九
三
―
一

　

電
話　

六
二
―
五
七
一
一

謹
ん
で
初
春
の

 

お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す

汲
田
石
油
商
会
㈱

代
表
取
締
役　

汲
田　

喜
則

　

緑
町
一
二
七

　

電
話　

六
二
―
二
〇
四
一

謹
ん
で
初
春
の

 

お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す

漁　
　

灯野
々
村　

哲
廣

　

緑
町
二
五
五

　

電
話　

六
二
―
三
七
〇
三

謹
ん
で
初
春
の

 

お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す

丸
協
石
油　
株
式
会
社

代
表
取
締
役　

鳴
海　
　

亘

　

緑
町
二
〇
七
―
一

　

電
話　

六
二
―
二
一
五
七

謹
ん
で
初
春
の

 

お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す

㈲

沢

田

商

店

代
表
取
締
役　

沢
田　

真

　

緑
町
一

　

電
話　

六
二
―
二
〇
六
二

謹
ん
で
初
春
の

 

お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す

㈲
精
工
堂
時
計
店

代
表
取
締
役　

沢
田　

真

　

緑
町
一

　

電
話　

六
二
―
三
八
四
八

謹
ん
で
初
春
の

 
お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す

井
口
商
店

有
限
会
社

代
表
取
締
役　

井
口　

和
子

　

元
町
一
二
二

　

電
話　

六
二
―
二
〇
〇
七

謹
ん
で
初
春
の

 

お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す

お
と
べ
フ
ァ
ー
ム

有
限
会
社

代
表
取
締
役　

大
川　

勲

　

鳥
山
八
四
三

　

電
話　

六
二
―
五
〇
五
六

謹
ん
で
初
春
の

 

お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す

　

遊　

季　
　
　
　

ス
ナ
ッ
ク

　
　
　
　
　

門
口　

智
子

　

館
浦
四
九
五
―
一

　

電
話　

六
二
―
二
一
四
〇

謹
ん
で
初
春
の

 

お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す

　

縁
　
　
　
　

す
な
っ
く

　
　
　
　
　

今
泉　

智
美

　

緑
町
三
四
五

　

電
話　

六
二
―
五
三
三
〇
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お酒と上手に付き合おう!!
　お酒を飲む機会が多くなる時期です。上手な付き合い方を身につけて、いつまでも楽しくお酒が
飲めるような健康を維持しましょう。

●●●お酒を楽しむためのポイント●●●
１．食べながらゆっくり飲む
　　�食べ物がアルコールの吸収を抑えるので、酔いにくくなります。
　　�また、アルコールはカロリーはありますが、栄養素はゼロ。食事ではたんぱく質やビタミン、

食物繊維などを豊富に含んだもの(魚、肉、野菜、穀類)をバランスよくとりましょう。

２．適量を守って飲む
　　�多量飲酒(純アルコール量が1日60g以上)を続けると、脂肪肝や肝炎などの肝障害、のどや食

道がんの危険性が高くなります。

３．週に２日は休肝日をとる

１日の適量＝純アルコールで20ｇ　　(※1日60g以上は飲み過ぎです)

アルコール
の種類

１日の適量 ビール
500ml

日本酒
180ml（1合）

焼酎
100ml

ワイン
200ml

ウイスキー
60ml

エネルギー量 200kcal 196kcal 142kcal 145kcal 135kcal
アルコール度数 5％ 16％ 甲類35％　乙類25％ 12％ 40％

純アルコール量
（g） 飲酒量（ml）×アルコール度数（％）×0.8÷100＝

＋ ＝

アルコールを代謝する肝臓には大きな負担がかかります。
肝臓をいたわる栄養の基本は、十分なたんぱく質とビタミン類を一緒にとることです。

たんぱく質たっぷりのおつまみ ビタミン類たっぷりのおつまみ

・刺身（マグロ、イカ）：75kcal
・イカげそ焼き：135kcal
・山かけ納豆：115kcal
・ざる豆腐：185kcal　　など

・枝豆：40kcal
・もずく酢：35kcal
・和風サラダ：60kcal
・野菜スティック：50kcal　など

魚介、大豆製品、肉、卵がメインのおつまみを。
揚げ物やこってりした料理は控えめに。

ビタミン類が豊富な野菜、海藻、きのこなどの料
理は2品以上とりましょう。

肝
臓
に
や
さ
し
い
組
み
合
わ
せ
★
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役場建設課からのお知らせ
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ねんきんの窓

◎原則として、初めて口座振替を申し込まれた方の初回は、前月分（割引なし）と当月分（５０円割引）の２ケ月分の
保険料を引落しとさせていただきます。その後は当月分（５０円割引）の１ケ月分の引落しとなります。
◎保険料額は２７年度の額です。

※１年分の口座振替前納は３, ９２０円、６ヵ月分の口座振替前納は１, ０６０円の割引となりさらにお得です。

☆☆　　お申し込みについて　　☆☆
◎口座振替申出書に必要な事項を記入・押印（金融機関の届出印）し、函館年金事務所または役場町民課年金係にお申
し込みください。また、金融機関窓口にご提出いただいても結構です。
◎前納のお申し込みは、①１年度分及び上期６ケ月分（４月分～９月分）は２月末までに、また、②下期６ケ月分（10
月分～翌年３月分）は８月末までに、函館年金事務所または役場町民課年金係にお早めにお申し込みください。
◎すでに口座振替で前納されている方（引き続き第１号被保険者である方）は、毎年お申し込みしていただく必要はあ
りません。

【支給対象】　
　満１５歳到達後最初の３月３１日までの間にある児童（中学校修了前の児童）を養育している町内在住の方。（児童
福祉施設等に入所の場合、施設設置者が受給者となります。）

【手当の額】（児童１人につき月額）
　　・0歳から3歳未満	 15,000円
　　・3歳から小学生まで（第1子・第2子） 	 10,000円
　　・3歳から小学生まで（第3子以降）	 15,000円
　　・中学生	 10,000円
　　・受給者又は配偶者などの所得制限限度額以上の場合	 5,000円

【支払時期】
　　年３回（２月、６月、１０月）それぞれの前月分までが支給されます。

【所得制限】

【現況届】
　児童手当を受けている方は、毎年６月に「現況届」を提出しなければなりません。
　この届け出は、毎年６月１日における状況を記載し、児童手当を引き続き受ける要件があるかどうかを確認するため
のものです。この届け出がないと６月分以降の手当が受けられなくなりますので、ご注意ください。（５月に児童手当
の認定手続をされた方は、現況届は不要です。）

国民年金保険料の納付は「口座振替」が“便利”で“お得”です！

児童手当制度について

口座振替【早割】にした場合
　（２月分からの例）

当月末の口座振替【早割】保険料を当月末の口座振替【早割】にすると
月々５０円　（年間６００円）のお得！

1 月分 2月分 3月分
15,590円

15,540円
50 円割引

15,540円

50 円割引

★３月末に引落★３月末に引落
★ 2月末に引落

☆お問い合わせ・お申込みは役場町民課年金係（電話６２－２３１１）まで☆

扶養親族 ０人 １人 ２人 ３人 ４人 ５人
所得額 ６２２万円 ６６０万円 ６９８万円 ７３６万円 ７７４万円 ８１２万円
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夜間の外出は反射材の着用を忘れずに!!

　

一
月
の
運
転
免
許
更
新
時
講
習

の
日
程
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
１
月
７
日
（
木
）

江
差
町
文
化
会
館 

小
ホ
ー
ル

優
良
運
転
者
講
習 

午
後
１
時

違
反
運
転
者
講
習 

午
後
１
時
45
分

▽
1
月
19
日
（
火
）

江
差
町
文
化
会
館 

小
ホ
ー
ル

優
良
運
転
者
講
習 

午
後
１
時

一
般
運
転
者
講
習 

午
後
１
時
45
分

初
回
運
転
者
講
習 

午
後
３
時

運
転
免
許
証
の
更
新

お
済
み
で
す
か お 知 ら せ

乙部町国民健康保険病院　１月外来診療日程表 午前8:30 ～ 11:00
午後1:00 ～ 3:00診療受付時間

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

午
前

道
立
江
差
病
院

勤
医
協
診
療
所

佐
々
木
病
院

村
瀬

村
瀬

村
瀬 道

立
江
差
病
院

乙
部
町
国
保
病
院

村
瀬

村
瀬

村
瀬

村
瀬

厚
沢
部
町
国
保
病
院

村
瀬

村
瀬

奈
良

村
瀬

村
瀬 道

立
江
差
病
院

村
瀬

村
瀬

村
瀬

村
瀬

村
瀬 佐

々
木
病
院

野
村

野
村

野
村

野
村

野
村

野
村

野
村

野
村

野
村

野
村

野
村

奈
良

野
村

野
村

野
村

野
村

野
村

午
後

野
村

村
瀬

村
瀬

村
瀬

野
村

村
瀬

野
村

野
村

奈
良

奈
良

奈
良

村
瀬

野
村

村
瀬

野
村

村
瀬

野
村

※　診療体制は変更になる場合があります。予め御了承ください。
※　�診療時間外・夜間等の受診は、救急医療体制を支えている医師の負担が増加します。地域の救急医療体制を維持するためにも、できる限り通常の診療

時間内に受診いただく等、適正受診にご協力お願いいたします。

■材料（1人分）

　豚ももスライス：60ｇ	 小ねぎ：５ｇ

　こしょう：少々	 パプリカ：５ｇ

　小麦粉：小さじ１	 キャベツ：80ｇ

　サラダ油：小さじ１	 お好み焼きソース：10ｇ

　卵：１個	 	 マヨネーズ：10ｇ

■作り方

　①豚肉を３等分して、こしょうをふって、小麦粉をつける。

　②フライパンにサラダ油を熱し、中火（強）で①を両面焼く。

　③溶き卵を②に流しいれて半熟で火を止め、小ねぎとみじん切りパプリカをのせる。

　④キャベツは千切りにして、さっとゆでる（レンジでもOK）。

　⑤キャベツを皿に盛り付けて、③の材料を上にのせる。お好み焼きソースとマヨネーズをかけて完成。

ポイントは、豚肉の味付けに「塩」を使わないこと！
こしょうだけなので、減塩になります。
また、豚肉はバラ肉ではなく、赤身を使用しましょう！（バラ肉は脂です）

伸び盛りの子どもにも、成人病予防の大人にも、筋力低下予防の高齢者にも
たんぱく質が大切です！

健康レシピを紹介

★　�豚肉以外にも桜えびやシーフードなどを加えて卵でとじると、さらにたん
ぱく質が摂れて健康的！！

エネルギー：361 kca
たんぱく質：19.7 kcal　　塩分：1 g豚肉お好み焼き風
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1月21日から2月20日は「北方領土の日特別啓発期間」です。

１月の診療予定です
医療連携室について外来診療体制

整 形 外 科
午前	 月から金曜日

（整形外来は、完全予約制となっています。受診される
方は予約が必要となりますので、事前にご連絡下さい。 
52-0036 内線112 電話での予約は13時から）

循 環 器 内 科 午前	 月から金曜日
午後	 月と金曜日

消 化 器 内 科 午前	 月から金曜日
午後	 火曜日

呼 吸 器 内 科 午前	 金曜日
午後	 木曜日

外 科 午前	 月から金曜日
小 児 科 午前	 月から金曜日（午後からの受診は事前に連絡願います）

泌 尿 器 科 午前	 月から金曜日
午後	 水曜日

精 神 科 午前	 月から金曜日
午後	 月曜日

産 婦 人 科 午前	 月から金曜日

耳 鼻 咽 喉 科 午前	 5日.6日.13日.14日.19日.20日.27日.28日
午後	 13日.27日

眼 科 午前	 14日.21日（予約以外の方は10時までに受付）
午後	 6日.20日.27日

皮 膚 科 午前	 火曜日
神 経 内 科 	 8日.22日
　診療科によって、曜日によって担当医が変わります御確認下さい。
　診療日は予定であり変更になる場合もあります。
　事前に病院にご確認の上、受診してください。

年始年末のお休みは12月29日～ 1月3日です。

受 付 時 間 午前･･･ 8時00分～ 11時30分 
　　　 （初診の方は、9時00分～） 
午後･･･13時00分～ 14時30分

　H27年６月から医療連携専門員として２名の配置で、連携室が
本格的にスタートしましたので紹介致します。
連携室とは？
地域の病院・診療所・介護保険事務所などと連携して患者さんの地
域でのくらしを支援しています。
普段どんな事をしているのでしょうか？
・紹介患者さんの対応として
　・外来受診・入院の予約（紹介状の管理）
　・他院への紹介
・退院の支援として
　・退院先（自宅や施設など）の相談
　・転院の準備・調整
　・社会保険制度などの相談
その他には？
・地域医療連携会議へ参加
・看護相談会議やリハビリカンファレンスに参加
・近隣施設への広報活動
・介護支援連携指導料の請求
　微力ではありますが、江差病院の一員として役割を担っていき
ますのでよろしくお願いします。
　“こんな事が知りたい”“こんな時はどうしたらいいの？”など、
連携室へのご意見・ご要望がございましたら事務室までお寄せく
ださい。

医療連携専門員　成田・上戸

☆看護職員募集のお知らせ：臨時および看護師職員を常時募集して
おります。５２－００３６（内線２０２）総看護師長 中野（離職
した方でも、正職員として再就職可能です。）薬剤師・診療放射線技
師も募集しております。

１月のイベント情報
新年交礼会
　と　き　１月１日（金）	 午前１１時～
　ところ　町民会館
乙部町消防団出初式
　と　き　１月３日（日）	 午前９時～
　　　　　町内行進・式典
富岡スキー場オープン
　　　　　１月４日（月）	 午前１０時～（予定）

町政懇談会にご参加ください
　日頃から町内で抱えている課題や要望など、皆様のご意見を幅
広くうかがい、取りまとめることで町政に反映させようと、町政
懇談会を開催いたします。
　町政懇談会には、町長をはじめ各関係課長が出席しますので、
是非様々なご提言やご要望をお聞かせください。
　各地区の詳しい日程等につきましては、防災行政無線などでお
知らせいたします。

ご家庭における節電のお願い

日頃より、節電にご協力いただき、厚く御礼申し上げます。
今冬におきましても、引き続き、節電にご協力をお願いいたします。

※12 月 29 日（火）から 31 日（木）までを除く。

出典：資源エネルギー庁推計

●特にご家庭においては、電気のご使用が増える夕方以降（16時～ 21時）

　の時間帯の節電にご協力をお願いします。

●なお、この冬の需要として見込んでいる定着節電量の水準（2010 年度

　最大電力比：▲5.9%）を目安に節電をお願いします。

●冬季の北海道は夜間も電力需要が高い水準にあるため、上記以外

　の時間帯についても、可能な範囲での節電をお願いします。

などを中心に、普段からお使いの

電気製品の節電にご協力をお願いします。
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編
　
集
　
後
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お 詫 び
　先月号の町の
人口に誤りがあ
りました。
　正しくは以下
のとおりです。

世帯数 1,929
人 口 4,007
男 1,846
女 2,161

町 の 人 口
＝11月末現在＝

（ ）内は前月との比較増減
〈 〉内は３月末からの累計増減

世帯数 1,923（-６）〈＋３〉

人 口 3,984（-23）〈-26 〉

男 1,837（-９）〈-17 〉

女 2,147（-14）〈-９〉

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
中
は
「
広
報
お
と
べ
」
を

ご
愛
読
い
た
だ
き
ま
し
て
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

昨
年
の
四
月
か
ら
広
報
を
担
当

し
、
写
真
を
撮
っ
て
い
て
心
が
け

た
こ
と
は
皆
さ
ん
の
笑
顔
を
撮

る
こ
と
で
、「
笑
っ
て
く
だ
さ
～

い
！
」
と
お
願
い
す
る
と
、
皆
さ

ん
の
は
に
か
む
笑
顔
が
た
ま
ら
な

か
っ
た
で
す
。

　

皆
さ
ん
に
と
っ
て
笑
顔
の
多
い

年
と
な
り
ま
す
よ
う
願
っ
て
お
り

ま
す
。

◆
役
場
・
教
育
委
員
会
事
務
局

　

12
月
31
日
（
木
）
か
ら
１
月
５

日
（
火
）
ま
で
休
み
ま
す
。

・
仕
事
納
め　

12
月
30
日
（
水
）

・
仕
事
始
め　

１
月
６
日
（
水
）

休
日
中
に
戸
籍
の
届
出
、
出
稼
ぎ

労
働
者
手
帳
の
交
付
な
ど
、
お
急

ぎ
の
用
件
が
あ
る
場
合
は
、
日
直

職
員
が
対
応
し
ま
す
。

　
◆
国
保
病
院

　

12
月
31
日
（
木
）
か
ら
１
月
５

日
（
火
）
ま
で
休
診
し
ま
す
。

　

な
お
、救
急
患
者
に
つ
い
て
は
、

当
直
医
が
対
応
し
ま
す
。

◆
町
民
会
館

　

12
月
28
日
（
月
）
か
ら
12
月
31

日
（
木
）
ま
で
休
館
。

　

１
月
１
日
（
金
）
か
ら
平
常
ど

お
り
開
館
し
ま
す
。

◆
公
民
館

　

12
月
30
日
（
水
）
か
ら
１
月
５

日
（
火
）
ま
で
休
館
。

　

１
月
６
日
（
水
）
か
ら
平
常
ど

お
り
開
館
し
ま
す
。

◆
町
民
体
育
館

　

12
月
30
日
（
水
）
か
ら
１
月
６

日
（
水
）
ま
で
休
館
。

　

１
月
７
日
（
木
）
か
ら
平
常
ど

お
り
開
館
し
ま
す
。

◆
お
と
べ
温
泉
い
こ
い
の
湯

　

１
月
４
日
（
月
）
定
休
日
。

　

そ
の
他
の
年
末
年
始
は
通
常
ど

お
り（
午
前
11
時
か
ら
午
後
９
時
）

営
業
し
て
お
り
ま
す
。

年
末
年
始

役
場
、
病
院
な
ど
の
執
務
体
制

11
月
15
日
～
12
月
14
日

　
お
く
や
み

　
　
も
う
し
上
げ
ま
す

田
中　
　

奬
さ
ん（
79
歳
）元　

和

藤
田　

一
則
さ
ん（
70
歳
）元　

町

森
山
ミ
ツ
ヱ
さ
ん（
94
歳
）豊　

浜

中
村
千
代
太
郎
さ
ん（
95
歳
）元　

和

西
村　

光
雄
さ
ん（
68
歳
）滝　

瀬

長
谷
川
テ
ル
ヱ
さ
ん（
88
歳
）館　

浦

※
こ
の
欄
に
掲
載
を
希
望
し
な
い
方
は
、

　

届
出
の
際
窓
口
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

▽
ふ
る
さ
と
寄
附
と
し
て

　

Ｋ
・
Ｏ
さ
ん	

（
札
幌
市
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
千
万
円

　

中
嶋　

久
雄
さ
ん
（
札
幌
市
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
十
万
円

　

Ｙ
・
Ｎ
さ
ん	

（
岩
見
沢
市
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
万
円

　

宮
本　
　

修
さ
ん
（
埼
玉
県
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
万
円

　

石
濱　

照
夫
さ
ん
（
京
都
府
）

三
万
円

　

外
に
氏
名
の
公
表
を
希
望
さ
れ

な
い
方
か
ら
一
件
の
寄
附
が
あ
り

ま
し
た
。

　
あ
た
た
か
い
ご
寄
附

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

第
一
生
命
労
働
組
合
函
館
営

業
職
支
部
様
よ
り
、
子
ど
も
た

ち
の
た
め
に
役
立
て
て
く
だ
さ

い
と
、
学
童
保
育
へ
絵
本
が
寄

附
さ
れ
ま
し
た
。

善
意
に
感
謝
し
ま
す

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
へ

東　

堂　

祥　

平
さ

　

ん（
緑　

町
）

中　

村　

夕　

貴
さ

　

ん（
元　

和
）

　
ご
け
っ
こ
ん

　
　
お
め
で
と
う
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